
・見える化検討会議の開催 ・類例調査の実施
・「安土山図屏風」の課題調査
・関連団体との調整

謎に包まれた安土城の実像を解明し、目に見える形にすることにより、安土城の価値・魅力を発信し、県および地域の盛り上がりにつなげる。

「幻の安土城」復元プロジェクト

目的

「幻の安土城」復元プロジェクトの開始

・現況確認調査 ・赤色立体地図作成
・昭和の調査整備事業記録の調査と集成
・平成の調査整備事業調査資料(写真・図面）のデジタル化
・安土城考古博物館の展示基本計画策定

・デジタルによる安土城見える化基本計画策定
・「安土山図屏風」等探索事業(HP公開・聞き取り)

① 安土城の実像の解明と保全

③ 復元に向けての機運醸成事業
安土城復元に向けて、安土城への関心を高め、機
運を醸成するための普及啓発安土城復元に向けての調査および検討

H31

R1

② デジタルによる安土城の見える化

・「戦国ワンダーランド滋賀・びわ湖」観光ＰＲ推
進事業（観光振興局）

・映像記録の制作・活用
・お城エキスポin滋賀・びわ湖（大津）
・ここ滋賀歴史セミナーの開催

R2

R4

・特別史跡安土城跡整備基本計画の策定
・検討会議（有識者・所有者・文化庁）の開催
・昭和、平成の記録の整理とデジタル化の継続
・城跡の修景・修復の継続実施

R5
～
R7

令和の調査・整備事業スタート!!
・発掘調査、仮設工事、植生調査、石垣修理
・検討会議(有識者・所有者・文化庁)の開催
・昭和の記録の整理、報告書の刊行
・平成の記録のデジタル化
・城跡の修景・修復の継続実施

安土城築城４５０年祭キックオフ

安土城見える化の方向性・方法の検討

R6 安土城見える化アプリの制作
R7 安土城見える化アプリの公開

安土城考古博物館リニューアルオープン
R7

・デジタルによる安土城見える化実施設計
・安土城考古博物館展示改修工事（第1期）
・「安土山図屏風」等探索事業(聞き取り)

安土城築城４５０年祭（発掘調査公開・デジタル見える化公開・博物館リニューアル・記念特別展・記念シンポ・お城エキスポin安土etc）

・デジタルによる安土城見える化基本設計
・安土城考古博物館展示実施設計策定（第1期）
・「安土山図屏風」等探索事業(聞き取り)

安土城見える化の方向性・方法の決定

R3 ・「滋賀の魅力」観光PR事業（R3観光振興局）
・今こそ滋賀を旅しよう！（R2～4観光振興局）
・お城エキスポin滋賀・びわ湖（R3長浜・R4甲賀）
・歴史セミナーの開催等

R8

R14 (信長450年忌へ)

さらなる実像解明と将来に向けての保存 安土城の魅力を未来に継承し、世界に発信

R4～6 安土城築城450年祭の方向性検討
(観光、市・地域との連携協議)

滋賀県文化スポーツ部文化財保護課
令 和 ６ 年 ( 2 0 2 4 年 ) 2 月 6 日

資料5



内容

対象地区 １期（令和５年度～９年度） ２期（令和10年度～14年度） ３期（令和15年度～24年度）

⑴ 大手道周辺地区 再整備に向けた課題整理 再整備計画策定 再整備

⑵ 天主台周辺地区 上段部の発掘調査と整備計画策定 上段部の整備 下段部の発掘調査と整備

⑶ 主郭部周辺地区 植生調査と樹木整理 発掘調査と整備

⑷ 旧摠見寺・百々橋道地区 旧摠見寺跡石垣の防護措置 発掘調査
植生調査と樹木整理
発掘調査と整備

⑸ 南面内堀・外堀地区
追加指定
計画策定に向けた関係機関との協議

追加指定・公有化
整備計画策定（近江八幡市と協働）

整備（近江八幡市と協働）

⑹ 搦手道地区 計画策定に向けた関係機関との協置
公有化
整備計画策定（東近江市と協働）

整備（東近江市と協働）

全山対象
石垣調査の計画準備 石垣調査 石垣調査

遺構確認調査 遺構確認調査 遺構確認調査

特別史跡安土城跡の価値を将来に向けて、保存・継承・保存していくための調査整備の基本計画
目的

整備の基本理念
安土城跡の実態解明に向けた調査・研究を進めるとともに、史跡としての特性や立地環境を十分に踏まえ
た環境整備を進める

ゾーンの設定
史跡の特性に応じて全体を６つのゾーンに区分 ⑴大手道周辺地区 ⑵天主台周辺地区 ⑶主郭部周辺地
区 ⑷旧摠見寺・百々橋道地区 ⑸南面内堀・外堀地区 ⑹搦手道地区

全体計画 令和５年度から令和２４年度までの２０年計画で特別史跡安土城跡調査整備事業を実施

「幻の安土城」復元プロジェクト
特別史跡安土城跡整備基本計画の概要

年次
計画

2



特別史跡安土城跡整備基本計画全体ゾーン図 3



「幻の安土城」復元プロジェクト

デジタル技術を活用した「幻の安土城」見える化事業

概要

安土城の価値・魅力を分かりやすく示すこと
で、次世代に継承すべき大切な文化財であるこ
とを知ってもらうとともに、地域振興・観光振
興につなげる。

目的
現地（特別史跡安土城跡）に設けられた見える化スポットで、AR（拡張現実）・VR（仮想
現実）などのデジタル技術を盛り込んだスマホのアプリにより、発掘調査成果や復元され
た姿などの多様な情報を提供!!

次世代を担う子どもたち（親子）向けの親しみやすく楽しめるものと、地域住民や歴史
ファン・国内外の観光客向けの汎用性のある一般向けのものの２本立てで構成

外国人向けの言語切り替え、調査成果・資料考証に基づく再現、音声情報・文字情報など
目と耳で体験できる仕組み、などの導入

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

基本計画 基本設計 実施設計 アプリ制作 アプリ公開

工程

復元CG

調査図面

発掘調査の様子

出土遺物（金箔瓦）

調査成果の解説文

アプリのイメージ

天正4年
・・・・

音声解説

スマートフォンで安土城の魅力を
ワクワク体験!!

関連史料（安土古城図）
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「幻の安土城」復元プロジェクト

滋賀県立安土城考古博物館展示リニューアル

目指す姿
安土城・信長・戦国 魅力発信拠点

安土城と信長・戦国をテーマとする唯一無二の博物館として、その情報・魅力を発信する。

概要
第1展示室

安土城天主と同じ八角形の平面に多面スクリーンを用いて、唯一無二
の没入感のある空間を目指す。（第一期工事）

第2展示室 貴重な実物資料を鑑賞できる展示空間を目指す。（第二期工事）

導入部
ホワイトモデル（地形模型）へのプロジェクションマッピングと壁面へのグラフィッ
クパネル展示により、戦国～信長時代の近江や安土城・城下町の歴史的変遷を説明

シアター

ドラマ仕立てで歴史に興味が薄い人でも楽しめる映像

映像１
織田信長と
安土城

織田信長と巡察使ヴァリニヤーノが対話する形式でストーリーが進行

天下人への歩みや安土選定の理由、安土城築城の意義を信長が語る。

映像２
よみがえる
安土城

安土城研究を志す若手研究者が研究史をたどる形でストーリーが展開

天主復元研究の歩み、安土山図屏風等関連資料の現存状況、安土城跡発
掘調査の到達点を若手研究者が学び、さらなる調査研究への決意を新た
にする。

工程

令和２年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

基本計画
第１期実施設計
（第１展示室）

第１期展示改修
（第１展示室）

リニューアル
オープン

※第２期工事（第２展示室）の時期は未定

シアター

導入部

第１展示室改修イメージ 5



令和５年度 

特別史跡安土城跡調査整備事業に伴う天主台周辺地区発掘調査概要 

 

調査期間 令和５年１０月３日～令和６年２月１２日（予定） 

調査主体 滋賀県文化スポーツ部文化財保護課 

調査箇所 特別史跡安土城跡天主台周辺地区 

～天主台東面・本丸取付台中央部（近江八幡市安土町下豊浦） 

調査面積 ３１５㎡ 

調査概要 

１．発掘調査の目的 

   滋賀県では、令和４年度に『特別史跡安土城跡整備基本計画』を策定し、天主台周

辺地区、主郭部周辺地区、大手道周辺地区、旧摠見寺・百々橋道地区などにおいて、

20 年計画で環境整備等の事業を実施することとしました。令和５年度は、天主台周辺

地区の環境整備に関わる資料を得るため、天主台東面および本丸取付台北半部におい

て発掘調査を実施しています。 

２．発掘調査地の概要 

  調査地は非公開地区です。調査以前の状況は樹木が繁茂した状態であり、本丸取付

台では建物礎石が一部露出していました。 

なお平成 12 年度に確認調査を実施し、本丸取付台の一部で建物礎石を確認していま

す。 

３．発掘調査の成果 

（１）天主台東面 

 ①基本層序（図１－４） 

   最上層の腐植土層(第１層：缶・バランなどの現代の遺物とともに瓦片や焼け固ま

った壁土片を含む)の下に、拳大から人頭大を中心とした礫層(第３層)が広く堆積し

ています。また、後述する天主台石垣築石の背面では、第１層の下に天主台石垣の

裏込層に黄褐色粘土層の混じった土層(第６層)が堆積しています。 

 ②検出した遺構（図１－３） 

 ●天主台石垣に関わる遺構 

    天主台石垣の築石と石垣の崩落土層を検出しました。 

    天主台石垣の上部はその前面に崩落しており、崩落した石垣裏込層と築石が広く

斜面をなして堆積している状況です。 

確認できた築石は高さ１石から３石分です。また調査区北端では、鈍角の鎬にな

っている算木積みの隅角部を検出しました。 

    築石背面では、天主台の現存する天端に堆積している黄褐色系の土層に栗石が混

じった層（第６層）の上面を検出していますが、この層は天主台石垣が崩落した後

に堆積した土層と考えられます。 

    崩落土層は、上面を検出したのみですが、ここからは遺物が出土していないため、

堆積した時期は現時点では不明です。しかし、崩落土層の裾部では、本丸取付台の



建物に伴う瓦や壁土の上に崩落土層が堆積しているようなので、天正 10 年の主郭部

焼亡からそう遠くない時期に堆積したと考えられます。 

（２）本丸取付台 

 ①基本層序（図１－４） 

    最上層の腐植土層(第１層)の下に、軟質の暗灰褐色もしくは暗黄褐色混砂土層(第

２層)があります。基本的にその下に硬質の黄茶色混砂土もしくは黄灰白色土層(第

５層)があり、この層が天正期の遺構面となります。なお、部分的に第５層の上に(特

に天主台石垣崩落土層裾部に近い個所)硬質で焼土と瓦の細片を含む灰白色もしく

灰黄色混砂土層(第４層)が堆積しています。 

 ②検出した遺構（図１－３） 

 ●石垣修理に関する遺構 

    本丸取付台では、一部を除いてその周囲にある石垣の積み直しが、昭和 40 年代に

行われています。腐植土を除去した段階で、この修理に伴うと考えられる遺構を検

出しました。Ｓ０はこの修理に伴う石垣裏込層、Ｓ１・２は土坑で埋土に番線やボ

ルト付きの金物などが含まれることから、この修理に伴って掘られた穴であると考

えられます。裏込層(Ｓ０)は、施工年度によって天端の高さが違い、北端の昭和 48

年度に施工された部分では現天端石の裏側に全く裏込石が入れられていません。ま

た、礎石を検出した遺構面の高さと比べて、石垣天端石の上面高が低いことから、

全体的に天端石が一石分足りないとみられます。この部分の遺構面については、昭

和 40 年代の修理以前にすでに欠失していたものと推察されます。 

 ●建物跡とそれに付随する遺構（図１－５） 

    基本層序で述べた第５層上面で、建物の礎石列と礎石抜き取り跡、建物に付随す

ると考えられる遺構を検出しました。 

 《建物跡》 

 建物跡の礎石列は、北側柱列と西側柱列と考えられる列を検出しました。礎石は

本丸などと同等の大型のものを用いています。被熱のため赤変しているものが多く、

また表面の剥離や礎石自体が割れているものもあります。なお、礎石の一部（Ｓ１

東側の礎石）には表面観察で柱の痕跡が確認できます。 

礎石列は、西側柱列は礎石が揃っていますが、北側柱列は礎石の有る部分と無い

部分があり、無い部分には礎石抜き取り跡と考えられる土坑（平面図の網掛け部分）

があります。また、北側柱列と考えた柱列からさらに北へ一間分飛び出した礎石を

一石だけ確認していることから、建物は北へ延びる可能性があります。 

柱間は、建物北西隅の礎石を基準とすると、その東の礎石との間が８尺、以後５

尺５寸の間隔で土坑が並び、南側には６尺５寸、３尺、７尺の間隔で礎石が並びま

す。８尺の柱間は、これまで城内で確認した建物の柱間（天主は７尺、本丸御殿は

７尺２寸、伝羽柴秀吉邸跡上段部は６尺３寸、下段部は６尺５寸）の中では最大の

ものとなります。 

 建物の全体規模については不明で、次年度以降の調査を含めて検討する必要があ

ります。 



また建物の方位は、今のところ本丸取付台東端石垣(伝台所背面の高石垣)天端の

方位に規制されているように見えます。また、天主台石垣裾部の方位との関係は今

のところ詳細は不明です。この点は、全体規模と同様に、次年度以降の調査での所

見も含めて検討する必要があると考えています。 

《建物外周の遺構（石列など）》 

礎石列の外側には遺構があります。西側柱列の外には石列があり、その外側の遺

構面が一段低くなり瓦片などが堆積している状況を確認しました。 

また北側柱列の外側には、瓦片や焼土粒を含む硬質の灰白色土層が見られること

から、建物の外側が一段低くなっている状況、もしくは土塀の基礎構造を検出した

と思われます。このことから、西側柱列の外側は天主台石垣裾部まで建物等がなく

通路状の空間であった可能性が高くなりました。 

《その他》 

  建物礎石には被熱した痕跡が見られることから、ここにあった建物は火災によっ

て焼失したことは明らかですが、その上には火災に起因する遺物などの堆積が、ほ

ぼ見られませんでした。第４層とした土層がその一部と考えられますが、かつて天

主台西面の発掘調査で確認したような火災の生々しい痕跡はありません。このこと

から、本丸取付台一帯は、天正 10 年の主郭部一帯の火災から現在に至るまでのある

時期に、火事場整理が行われたものと考えられます。 

 

４．今年度の調査のまとめ 

（１）天主台東面の石垣倒壊の状況を確認しました。 

   石垣上部が倒壊し、下部の築石の前面に堆積している状況を確認しました。天正 10

年６月、本能寺の変の後、安土城天主が焼失・倒壊した時に崩れたものと考えられま

すが、残存する築石の高さがほぼ揃っていることから、自然倒壊したものではなく、

人為的に崩された、「破城」が行われた可能性も考えられます。安土城は、天正１３年

の八幡山城（滋賀県近江八幡市）の築城に伴って廃城となることから、この時に破城

が行われた可能性が考えられます。 

    ※破城～城の機能が失われたことを視覚的に示すために、意図的に城を破壊する

こと。門や石垣の隅角部など、目立つところを破壊することで、城が破壊され

たことを象徴的に示す。 

（２）本丸取付台の建物礎石の残存状況を確認し、建物の規模などを検討するための資料

を得ることができました。 

   直交する二方向の礎石および抜き取り跡を検出しました。平成の調査で確認した礎

石とあわせて、本丸取付台に建物が存在したことが確認できました。しかし、建物の

規模や構造、役割の解明にはさらなる調査が必要です。 

   礎石からは柱の痕跡など火災の痕跡が見られ、安土城炎上の様子を物語っています。

また、伝二の丸東溜まりで検出された焼け瓦の堆積のような被熱した遺物の堆積が見

られないことから火事場整理が行われたと考えられます。その時期について不明です

が、天主焼失から天正１３年の廃城までの信長の後継者が安土城に入城した時期、江



戸時代の摠見寺による安土山の清掃管理、昭和４０年代の石垣修理に伴うもの、など

のいくつかの可能性が考えられます。 

（３）本丸取付台で行われた昭和４０年代の石垣修理の実施状況を確認しました。 

   これまで、公文書でしか確認できなかった昭和４０年代の石垣修理の実施状況を現

地の遺構で確認することができました。本丸取付台の外周については、石垣や裏込め

石も含めて築城時の遺構が失われており、修理に際して裏込めも含めて石垣を積み足

したものと考えられます。 

（４）今回の調査では、信長時代の安土城だけでなく、本能寺の変から現代にいたるまで

の安土城の歴史を物語る遺構が検出されました。これまでは文字資料のうえで確認さ

れていたことですが、安土城の歴史が、本能寺の変の段階で止まるのではなく、現代

まで長く続いていることが、現場の遺構として明らかになりました。 

 

 

※今回の現地説明会について、ご意見ご感想がある方は、下記までお願いします。 

 

 castle@pref.shiga.lg.jp 

 

調査成果概要は滋賀県ホームページからもご覧いただけます。 

 

https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/bunakasports/bunkazaihogo/335577.html 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１ 発掘調査対象地位置図 

 

図１－２ 発掘調査実施箇所 

発掘調査対象地（天主台東面・本丸取付台） 

特別史跡指定範囲 







 

天主台石垣北東隅角部（東から）         天主台東面石垣築石残存状況（南東から）

天主台東面の崩落状況（東から）       天主台東面の崩落状況（北東から）

本丸取付台建物１（西から）              本丸取付台建物１（北西から）

本丸取付台建物１と石列（北西から）     本丸取付台建物１の礎石焼損状況（西から）


